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福
光
南
部
小
学
校
５
、
６
年
生
を
対
象

に
し
た
「
建
設
業
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
（
協

力
・
上
坂
建
設
㈱
）
」
～
建
設
業
と
た
の
し

く
ふ
れ
あ
お
う
～
と
題
し
た
小
学
生
向
け

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
９
月
13
日(

水)

に
、
小

学
校
と
隣
接
す
る
ほ
場
整
備
の
工
事
現
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

建
設
業
に
つ
い
て
学
び
、
建
設
工
事
現

場
の
見
学
や
重
機
な
ど
の
建
設
機
械
に
ふ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
建
設
業
へ
の
興
味
を

も
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
将
来
の
社
会

と
自
己
と
の
か
か
わ
り
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

は
じ
め
に
教
室
で
映
像
を
使
っ
た
建
設

の
仕
事
に
つ
い
て
の
動
画
を
見
た
後
、
ほ

場
整
備
の
現
場
に
移
動
し
て
建
設
機
械
の

体
験
乗
車
（
写
真
）
を
行
い
ま
し
た
。 
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標
記
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
10
月
20
日(

金)

に
南
砺
市
井
波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て

約
600
名
が
参
加
す
る
中
、
開
催
さ
れ
、
と

や
ま
水
土
里
コ
ン
ク
ー
ル
で
知
事
賞
を
受

賞
し
た
天
神
地
区
委
員
会
（
南
砺
市
）
が
表

彰
さ
れ
（
写
真
①
）
、
関
係
機
関
を
巻
き
込

ん
で
収
益
増
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
に
つ

い
て
事
例
発
表
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
②
）
。 

小
学
校
キ
ャ
リ
ア
教
育 

｢

建
設
業
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト｣ 

第
17
回
ワ
ク
ワ
ク
と
や
ま 

む
ら
づ
く
り
推
進
大
会
で 

栴
檀
野
自
治
振
興
会
が
受
賞 

令
和
５
年
度
と
や
ま
水
土
里

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
天
神
地
区
委

員
会
が
知
事
賞
を
受
賞 

標
記
大
会
が
11
月
13
日(

月)

に
富
山

県
民
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

本
大
会
は
、
農
業
・
農
村
の
振
興
と
多
面

的
機
能
の
発
揮
を
図
る
取
組
に
つ
い
て
、

そ
の
必
要
性
や
成
果
を
県
民
に
広
く
発
信

す
る
と
と
も
に
、
活
動
指
導
者
間
の
情
報

交
換
を
行
う
も
の
で
す
。 

大
会
で
は
、
環
境
保
全
優
良
活
動
表
彰

に
お
い
て
知
事
賞
を
受
賞
し
た
活
動
組
織

６
団
体
が
表
彰
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
管
内

で
は
中
山
間
地
域
で
活
性
化
に
取
組
む
栴

檀
野
自
治
振
興
会
（
砺
波
市
）
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
（
写
真
①
）
。
同
振
興
会
は
人
口
減

少
と
高
齢
化
の
進
行
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ 

建設機械の体験乗車 

そ
の
後
、
基
調
講
演
と
し
て
株
式
会
社

日
本
総
合
研
究
所
三
輪
泰
史
氏
よ
り
、「
ス

マ
ー
ト
農
業
で
実
現
す
る
次
世
代
農
業
～

“
持
続
可
能
で
儲
か
る
農
業
”
が
ポ
イ
ン

ト
に
～
」
を
テ
ー
マ
に
こ
れ
か
ら
の
農
業

の
在
り
方
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。 

な
お
今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
初
め

て
の
試
み
と
し
て
、
若
い
世
代
に
こ
れ
か

ら
の
農
業
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
増
や

そ
う
と
、
農
業
高
校
生
に
も
参
加
を
呼
び

か
け
ま
し
た
と
こ
ろ
、
南
砺
福
野
高
校
と 

 
テ
ィ
の
維
持
に
支
障
を
来
す
こ
と
を
懸
念

さ
れ
、
生
活
に
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
確
保

す
る
た
め
、
閉
園
と
な
っ
た
幼
稚
園
舎
を

改
装
し
（
写
真
②
）
、
11
集
落
を
結
ぶ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
と
し
て
活
用
す
る
こ
と

で
、
地
域
コ
ミ
ュ
テ
ィ
を
維
持
し
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。 

②天神地区の事例発表 

③参加した高校生からの質問 

②改装された幼稚園舎（上）と 

 直売コーナーを設けた室内（左） 

 

現
場
へ
の
移
動
の
途
中
、
児
童
か
ら
「
冬

の
間
は
何
を
し
て
い
る
の
で
す
か
」
と
の

質
問
に
、
作
業
員
か
ら
「
道
路
の
除
雪
を
し

て
み
な
さ
ん
の
く
ら
し
を
支
え
て
い
ま

す
」
と
の
回
答
に
児
童
か
ら
「
ス
テ
キ
で
す

ね
」
と
の
や
り
取
り
が
あ
り
ま
し
た
。 

作
業
員
も
自
分
の
仕
事
に
自
信
が
持

て
、
ま
た
、
児
童
の
心
に
も
何
か
響
く
も
の

が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

小
矢
部
園
芸
高
校
か
ら
生
徒
80
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。
基
調
講
演
を
熱
心
に
聴

い
た
、
生
徒
か
ら
は
「
将
来
の
ス
マ
ー
ト
農

業
に
向
け
て
自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る

か
？
何
を
学
ぶ
べ
き
か
？
」
と
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
（
写
真
③
）
。 

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
た
一
般
の
方

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
高
校
生
が
参
加

し
て
い
る
こ
と
で
心
強
く
感
じ
ら
れ
る
」

と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

①横田副知事と受賞者 

ブログやっています。 

“とやま水土里探訪ブログ”  

で検索を！ 

http://facebook.com/toyama.
nousonsebi 

☆砺波農林振興センター 

管内の情報を 

ホームページで発信中！！ 

https://www.pref.toyama.jp/
1633/r5tonaminourin.html 

①受賞された栴檀野自治振興会 

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

推
進
デ
ス
ク
よ
り 

中
山
間
地
域
な
ど
の
農
山

村
地
域
に
お
い
て
、「
農
家
や

農
村
集
落
」
と
「
企
業
・
市
民

団
体
」
が
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
を
組
み
、
お
互
い
が
持
っ

て
い
る
資
源
や
得
意
分
野
を

活
か
す
こ
と
で
、
都
市
農
村

交
流
の
促
進
と
地
域
活
性
化

を
図
るW

IN

・W
IN

の
取

り
組
み
を
支
援
し
ま
す
（
図
・

写
真
）。 

                    

事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
企
画
振
興
課
内
に
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
推
進
デ
ス
ク

（0
7
6
3-
3
2
-8
1
3
0

）
を
設
置

し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
事
業
の
詳

細
は
当
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
く
だ
さ
い
。 

茅場の維持管理に協働して取り
組む NEXCO 中日本㈱ 

http://facebook.com/toyama.
https://www.pref.toyama.jp/
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標
記
研
修
会
が
10
月
18
日
（
水
）
に
富

山
産
業
展
示
館
（
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
）
に
て
関

係
者
約
900
名
参
加
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 講

演
は
①
農
林
水
産
省
農
村
振
興
局 

飯
野
師
氏
よ
り
「
多
面
的
機
能
支
払
交
付

金
の
概
要
（
施
策
の
評
価
に
向
け
て
）
」
②

福
井
県
多
面
推
進
協
議
会 

柘
原
一
男
氏

よ
り
「
活
動
組
織
の
広
域
化
に
つ
い
て
」
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

富
山
県
多
面
的
機
能
支
払 

推
進
研
修
会 

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！ 

用
水
路
事
故 

全
て
の
関
係
者
で
危
険
意
識
共
有
を 

県
内
の
農
業
用
水
路
で
の
転
落
死
亡
事

故
は
、
年
間
20
件
程
度
発
生
し
て
お
り
、
県

は
転
落
防
止
の
「
声
か
け
」
運
動
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

そ
の
よ
う
な
中
、
5
月
9
日
（
火
）
に

農
業
用
水
路
に
児
童
が
転
落
す
る
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
そ
の
場
所
（
写
真
①
）
は

過
去
に
も
転
落
事
故
が
あ
り
危
険
箇
所
の

認
識
は
あ
り
ま
し
た
が
、
学
校
や
地
元
関
係

者
だ
け
で
話
を
し
て
い
た
た
め
、
注
意
を
呼

び
掛
け
る
に
留
ま
り
、
具
体
的
な
事
故
防
止

策
は
実
施
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

富
山
県
、
砺
波
市
、
南
砺
市
、
と
な

み
野
田
園
空
間
博
物
館
推
進
協
議
会

主
催
の
「
枝
打
ち
研
修
会
」
が
10
月
５

日
（
木
）
に
、
と
な
み
散
居
村
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
で
造
園
業
者
ら
参
加
の
も
と
、

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
研
修
会
は
、
砺
波
平
野
の
景
観

に
配
慮
し
た
屋
敷
林
の
枝
打
ち
に
つ

い
て
、
造
園
業
者
の
知
識
と
技
術
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
29
年
度

か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回
で

８
回
目
で
す
（
平
成
29
年
度
は
２
回

開
催
）
。 

研
修
で
は
、
砺
波
市
屋
敷
林
等
保
全

委
員
会
の
委
員
長
で
あ
る
宗
景
昭
氏

（
宗
景
造
園
代
表
）
と
職
業
訓
練
指
導

員
の
森
井
敬
久
氏
（
植
久
代
表
）
を
講

師
に
招
き
、
屋
敷
林
の
果
た
す
役
割
に

つ
い
て
の
講
演
や
、
枝
打
ち
技
術
の
実

演
を
行
い
ま
し
た
（
写
真
）
。
予
定
で

は
昨
年
と
同
様
に
屋
外
で
高
所
作
業

車
を
用
い
て
参
加
者
へ
実
技
指
導
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
当
日

は
あ
い
に
く
の
悪
天
候
と
な
っ
た
た

め
、
屋
内
に
杉
の
木
な
ど
を
持
ち
込
ん

で
枝
打
ち
の
技
術
を
説
明
し
ま
し
た
。 

そ
の
反
省
か
ら
、
今
回
事
故
の
２
日
後

の
5
月
11
日
（
木
）
に
地
元
関
係
者
や
道

路
管
理
者
、
土
地
改
良
区
等
の
関
係
者
が

一
堂
に
集
ま
り
、
問
題
を
共
有
し
、
対
策
に

つ
い
て
話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
、
用
水
路
に
蓋
を
掛
け
た
り
、

転
落
防
止
柵
を
設
置
し
た
り
す
る
も
の
で

は
な
く
、
横
断
歩
道
の
位
置
を
変
え
る
と

い
う
対
策
（
写
真
②
・
写
真
③
）
を
僅
か
一

ヶ
月
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
は
「
地
元
住
民
だ
け
で
な
く

幅
広
い
関
係
者
が
集
ま
り
、
点
検
す
る
と

と
も
に
問
題
を
共
有
し
、
対
策
に
つ
い
て

話
し
合
う
」
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
と
認

識
さ
せ
ら
れ
る
優
良
事
例
で
す
。 

休
憩
を
は
さ
み
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
県
内
の
多
面
的
機
能
支
払
の
取

組
状
況
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
富
山
大
学
名

誉
教
授 

酒
井
富
夫
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
と
し
、
4
セ
ン
タ
ー
指
導
課
長
並
び
に

２
講
演
説
明
者
に
て
論
議
が
交
わ
さ
れ
ま

し
た
。 

 

同
時
開
催
と
し
て
別
ブ
ー
ス
に
て
、
農

業
用
水
安
全
対
策
資
材
や
多
面
的
機
能
に

資
す
る
機
械
展
示
等
も
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。 

散
居
景
観
を
保
全
す
る 

枝
打
ち
研
修
会 枝打ちの実演の様子 

庄
川
左
岸
三
期
地
区
で
は
、
溢
水
被
害

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
令
和
２
年
度
よ
り

海
尻
川
調
整
池
（
東
池
・
西
池
）
を
造
成
し

て
い
ま
す
。
東
池
は
令
和
４
年
度
に
完
成

し
、
今
年
７
月
の
線
状
降
水
帯
発
生
に
よ

る
洪
水
時
に
は
そ
の
効
果
を
発
揮
し
ま
し

た
（
写
真
）
。
現
在
は
西
池
の
造
成
工
事
を

行
っ
て
お
り
、
今
年
度
完
成
に
向
け
て
順

調
に
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。 

庄
川
左
岸
地
区 

洪
水
調
整
池
で
効
果
を
発
揮 

②対策後 撤去された横断歩道 

③対策後 移動された横断歩道 

吉
松
地
区
で
は
、
農
業
用
用
排
水
施
設

の
改
修
に
よ
り
、
必
要
用
水
量
の
確
保
や

排
水
機
能
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
農

業
経
営
体
に
よ
る
農
地
の
利
用
集
積
の
促

進
、
農
業
経
営
の
持
続
的
な
発
展
を
図
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
４
年
度
に
採

択
さ
れ
、
今
年
度
よ
り
本
格
的
に
工
事
に

着
手
さ
れ
、
完
成
は
令
和
９
年
度
の
予
定

で
、
現
在
の
進
捗
率
は
14
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

吉
松
地
区 

整
備
に
よ
り
必
要
水
量
の
確
保 

柳
瀬
地
区
で
は
、
営
農
活
動
の
安
定
お

よ
び
、
営
農
組
織
に
よ
る
効
率
的
な
営
農

を
推
し
進
め
る
た
め
、
ほ
場
の
大
区
画
化

や
用
排
水
路
の
更
新
等
が
行
わ
れ
ま
す
。 

令
和
４
年
度
に
採
択
さ
れ
、
今
年
度
よ

り
本
格
的
に
着
手
さ
れ
、
完
成
は
令
和
９

年
度
の
予
定
で
、
現
在
の
進
捗
率
は
28
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

柳
瀬
地
区 

小
さ
な
区
画
を
拡
大
中 

 

工事着手前 

<吉松地区> 

完成 

 

工事着手前 

<柳瀬地区> 

現在 

 

水が溜まった東池 

令和５年７月 13 日撮影 

<庄川左岸三期地区> 

海尻川調整池 

東池 西池 

海尻川排水路 

編
集
後
記 

と
や
ま
水
土
里
フ
ォ
ー
ラ

ム
に
農
業
科
の
高
校
生
が
参

加
し
て
く
れ
ま
し
た
。
一
般

の
参
加
者
か
ら
は
、｢

心
強
く

感
じ
ら
れ
た｣

な
ど
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。 

高
齢
化
・
担
い
手
不
足
と

叫
ば
れ
る
農
山
村
地
域
に
お

い
て
、
若
者
の
存
在
は
そ
こ

で
暮
ら
す
人
に
力
を
与
え
て

く
れ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

そ
う
で
あ
れ
ば
、
若
者
に

魅
力
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
は

何
な
ん
で
し
ょ
う
か
？ 

あ
る
地
域
の
方
と
話
を
し

て
い
て
、
耳
に
残
っ
た
言
葉

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

｢

自
分
た
ち
が
、
楽
し
そ
う
に

笑
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
そ
の
仕
事
に
魅
力

を
感
じ
、
や
っ
て
み
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
な
る｣

と
い

う
も
の
で
し
た
。
そ
れ
を
実

践
し
て
い
る
地
域
が
、
表
彰

さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。 

嫌
な
顔
を
し
て
、
愚
痴
を

溢
し
な
が
ら
で
は
な
く
、
楽

し
く
、
笑
い
な
が
ら
、
仕
事

が
で
き
れ
ば
、
自
然
と
後
ろ

に
つ
い
て
い
て
き
て
く
れ
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。 

(

47
号
編
集
担
当
者 

記) 

現在 

①対策前の事故現場（突き当りに用水） 


